





Institutionalization of Islamic Doctrine under the Japanese Occupation: 


















































































して，「土人事務局」（Kantoor voor Inlandsche Zaken）のインドネシア人
職員を含めて構成され，日常的宗教行政を担当していたのに対し，別班回教
班は，軍人及び軍属で構成された情報収集および政治工作の機関であった






















た（東京大学教養学部国際関係論研究室 1980 : 3）．さらに，小野（大西）が，
宗教政策については「宗務部とは喧嘩ばかりしていた」（東京大学教養学部
国際関係論研究室 1980 : 15）というように，両者には協力してイスラーム
政策にあたるということがなかった．くわえて，高田がいうように，宗務部
内部でも，横の連携はあまりとれておらず，担当者以外はその問題についてほ


































































食糧問題を議題として 1943 年５月５日に開催された第 14 回旧慣制度調査委
員会（以下，第 14 回委員会）で，栄養価の高さから，ムスリムの豚食の禁






放棄せし為，その使用人を殴打し追放せり」（宮元 1943 : 117 -119）と述べて，
司制官と将校というジャワ軍政上高位にある日本人のイスラームに対する知
識・理解のなさを慨嘆している．また，一度，二分化された宗教政策の所管
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めていたウィラナタクスマ（R.A.A. Wiranatakoesoema）によって，イス
ラームの教理に基づいた貧窮者援助のための隣保制度が導入された（Soeara 
MIAI 1943.6.1, No.13 : 10）．ウィラナタクスマは，この隣保制度を基礎と
して日本占領期に同県でバイトゥル・マルを創設することになる（Soeara 
MIAI 1943.6.1, No.13 : 10；Pikiran Rakyat 2010.3.1）．
　ウィラナタクスマは，クルアーンの啓示にもとづいた健全で平和な小規模
の共同体の構築をめざした．それが，みずからがロイス（Rois）(12) と命名し




（小林 2018 : 89）．また，ロイスには識字能力も求められた（Soeara MIAI 
























と言ふ見解なり（追捕令 1892 年発令第 2795 条並に第 6200 条）而して
此の件に関しては回教徒は心より反感を抱きありたり，即ち喜捨の凡て
は宗教則に明確に定められ，正当なる受取人に支払はるべきに拘らず，



















行為ヲ発生セシムルニ至ルナリ．（治集団司令部 1943 : 349）
　
　上記のジャワ軍政当局の記述からみれば，喜捨の徴収・分配システムは，

















　表２に示したように，バンドゥン県は，1942 年８月末の段階で 8,042 名と
西部ジャワのなかでムスリムがもっとも多く居住する県であった．また，バ
ンドゥン県を統轄するプリアンガン州は，23,826 名と全ジャワの州のなかで
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　HBS 卒業後，ウィラナタクスマは，チアンジュール県の県長などを経て，
1912 ～ 31 年，1935 ～ 42 年の通算 26 年間にわたってバンドゥン県の県長を
務めた．また，ウィラナタクスマは，原住民官吏の代表団体である原住民行
政官吏協会（Perhimpunan Pegawai Bestuur Pribumi）会長，原住民県長の
代表団体である全オランダ領東印度原住民県長協会（Sedio Medio, Asosiasi 
Bupati se-Hindia Belanda）会長に就任（Gunseikanbu 1944：111）するなど，
当時のオランダ統治期におけるもっとも影響力のある原住民の１人として認
識されていた（Pikiran Rakyat 2010.3.1）．このことは，ウィラナタクスマが，
構成議員全 60 名中，原住民に 30 名しか割り当てられていない植民地議会
（Volksraad，任期 1931 ～ 1935 年）議員に選出された（Gunseikanbu 1944：
110）ことからも明らかである．
　エリート官吏として華々しい経歴をもつウィラナタクスマは，日本占領期



































ニ関スル件」（1942 年３月 20 日公布）で一切が禁止された（治官報第１号：
２）．その後，集会・結社は布告第 23 号「結社，集会，禁止令一部解除ニ
関スル件」（1942 年７月 15 日公布）で，「娯楽ト慰安」，「運動」，「学術・技
芸・教育」，「慈善及救済」，「物資配給」の５分野に限って解除 (21) された（治






















ついて」（宮元 1944 : 90 -4）では，「寺院基金の救済金使用」，「断食明けの
寄付の貧民への分配」，「キアイの難民救済資金募集」が，５番目のカテゴ
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業問題を議題として 1943 年３月 25 日に開催された第 11 回旧慣制度調査委


























ス．（戸田 1995，第 11 回 : 26）
　
　ハッタの説明によれば，バンドゥン県では，生活に余裕のある家庭から，































ルの米を徴収し，そのうち 37.6%に相当する 50,591.5 リットル分を貧窮者に
46 SOCIOLOGICA Vol. 43, No. 1·2 （通巻 64 号）
表３　バンドゥン県バイトゥル・マルによるプレレック米の徴収量（1943年3～5月）
郡名・村名・支部名 徴収量 * 分配量 * 分配率 救済者数 備考
バンドゥン郡 毎週木曜日に分配．
　ボジョンロア 300.0 300.0 100% 200 週に１度．
レンバン郡
　レンバン 9201.5 740.0 8.0% 223
　チサルン 7798.5 0 0%
　チパガンティ 4684.5 2643.5 56.4% 1097
チマヒ郡
　チマヒ 6932.0 4982.0 71.9% 668 プレレック古米販売分 
152.48 ギルダーを対象者に
分配．　バトゥジャジャル 7486.5 5531.0 73.9% 1654
　パダララン 8159 1485.0 18.2% 337
チカロンウェタン郡
　チカロンウェタン 5287.5 2670.5 50.5% 301
　チパタット 1714.5 817.0 47.7% 331 週に１度分配．
　チペウンデウ 5220.5 849.0 16.3% 105
ウジュンブルン郡
　ウジュンブルン 2220.0 1213.0 54.6% 503
　ブアバル 7053.0 1870.0 26.5% 426 対象者に分配．
　チチャダス 16507.0 4909.0 29.7% 148
チチャレンカ郡
　チチャレンカ 117.0 0 0% 0
　ランチャエケック 3373.0 2320.5 68.8% 226 プレレック古米販売分 
　チパク 3119.0 852.0 27.3% 176 102.87 ギルダーを対象者に
分配．
バンジャラン郡
　バンジャラン 6446.5 1967.0 30.5% 352
　パメウンプック 5610.0 2207.0 39.3% 1404
　パンガレンガン 2701.0 1834.0 67.9% 302 毎日対象者に分配．
ソレン郡
　ソレン 2221.0 1841.0 82.9% 796
　チウィデ 3104.0 1256.0 40.5% 781
　パシルジャンブ 1782.0 700.0 39.3% 350 毎日対象者に分配．
チパライ郡
　チパライ 9744.0 4246.0 43.6% 2227
　マジャラジャ 8138.0 3161.0 38.8% 2780
　パチェット 4273.0 768.0 18.0% 93 週に１度分配．
チリリン郡
　チリリン 650.0 650.0 100% 468
　シンダンケルタ 230.0 230.0 100% 165
　グヌンハル 549.0 549.0 100% 395 毎日対象者に分配．
合計 134622.0 50591.5 37.6% 16498 金銭 255.35 ギルダー
出典：『スアラ・ミアイ』紙 1943 年７月１日付第 13 号，p.5 より筆者が改変して作成．






























林 2006 : 12 -3，2017 : 63 -4）．そして，この隣組の最初の結成地はほかなら









を中心とするミアイ（小林 1997 : 238）が，インドネシアのイスラーム界で
の指導的優位性の確保をこころみた．しかし，ベンダが述べているように，








では，上述のように 1943 年３月に全ジャワに先駆けて隣組制度（Bandoeng 
Si 1943）が，そして，同年４月には生活困窮者への食事提供を目的とする













財産に対して一定の割合で支払いが課せられるものである（森 2001 : 395）．
（2）バイトゥル・マルは，アラビア語では“bayt al-māl”（バイト・アル＝マール）
と表記する．直訳では「富の館」を意味し，イスラーム法や歴史用語では国































養学部国際関係論研究室 1980 : 16）と語っている．
















語源とする（Soeara MIAI, 1943.7.1, No.13：10）．
（13）隣保制度の名称は，家族連合会（Badan Perserikatan Keluarga）と命名され
た（Pikiran Rakyat 2010.3.1, Soara MIAI 1943.7.1, No.13 : 10）．ロイスを担い
手とする隣保組織の詳細については別論を期す．





の核心に触れざる憾み少なからざれ」（治集団司令部 1943 : 367），「抽象的に
て，且和蘭政府の回教対策の楽屋裡を隠蔽するに汲々たるもの」（治集団司令
















を戴くことさえある．（Bousquet 1938=1941 : 46）
（16）高等市民学校はオランダ人子弟向けの学校であり，県長の子弟であっても入
学は容易ではなかった（岡本 2000 : 206）．



























れている（Soeara MIAI 1943.4.1, No.7：1）．また，定款の内容と解説が「チャ
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